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恒星大気を特徴付けるパラメーターの中でもとりわけ重要なもののうちの一つである有効温度を決定する手法
がこれまで数多く考案されてきた．その中でも，星間減光や他の大気パラメーターからの影響を受けにくい温度指
標となるライン強度比を用いた温度決定法に我々は着目した．この方法はこれまで主に可視光域で用いられてき
たが，近年の近赤外線高分散分光器の発展により近赤外域でも適用することが可能となった．例えば福江らによっ
て，すばる望遠鏡に搭載された IRCSの H バンドでのライン強度比が用いられている (2015年春季年会 N12a)．
しかしながら，H バンドでは低励起ポテンシャルな吸収線の数が少なく，また分子の吸収線との激しいブレンド
により，実現可能な温度推定の精度は可視光のライン強度比に劣るものであった．
そこで我々は近赤外線高分散分光器WINEREDが取得できるY（0.97–1.09µm），J（1.15–1.32µm）バンド

のR ∼ 28000のスペクトルを用いて，ライン強度比から晩期型巨星の有効温度を決定する手法を開発した．この
波長帯は低励起ポテンシャルな吸収線を数多く含むため，数多くのラインペアを用いることで高い統計的精度を
実現することが可能となる．我々が 91ペアのラインペアを用いて作成した温度指標は，3700 < Teff < 5400Kで
−0.3 < [Fe/H] < +0.4 dexの巨星に対して適用でき，最も良いケースで±10Kの精度で有効温度を推定できる．
本講演では，我々が使用したラインペアの選定基準を述べた後に，作成した温度指標の性能を概観する．


